
 

 

議 会 広 報 広 聴 委 員 会 記 録 
令和 3 年 9 月 27 日（月） 

9時 5 6分 ～ 1 0時 2 6分 

全 員 協 議 会 室 

【出席者】三浦委員長、西川副委員長、 

村武委員、川上委員、小川委員、野藤委員、笹田委員、芦谷委員、 

佐々木委員、澁谷委員 

【事務局】近重係長、小寺書記 

【印刷業者】株式会社タカハシ包装センター 三浦課長 

      株式会社キョウワ 小尾氏（ZOOMで出席） 

 

議題 

1  はまだ議会だよりVol.63の編集について ······················· 資料1 

⑴ 校正作業 

SDGs 担当委員 記事 

1,3,4 
川上委員 

澁谷委員 
個人一般質問（5名分） 

8,11① 
小川委員 

野藤委員 
個人一般質問（6名分） 

11② 
村武委員 

笹田委員 
個人一般質問（4名分） 

11③,13, 

15,16 

芦谷委員 

佐々木委員 
個人一般質問（5名分） 

 

⑵ その他 

 

2  申し送り事項について ······································· 資料2 

⑴ 案を確認し委員から意見聴取 

 

⑵ その他 

 

3  その他 

⑴ はまだ議会だより読者アンケートの回収について 

 
【次回委員会開催予定日】令和3年11月1日（月） 
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【議事の経過】 

〔 9時 56分 開議 〕 

 

三浦委員長  議会広報広聴委員会を開会する。出席委員は10名で定足数に達

している。本日の議題は配信させていただいているとおり、その

他を含め三つになる。はまだ議会だよりＶｏｌ．63の編集と申し

送り事項についてがメインになる。順次進めていく。 

 

１．はまだ議会だよりVol.63の編集について 

⑴ 校正作業 

三浦委員長  それぞれ担当を割り振らせていただいているが、少し時間を取

ったほうがよろしいか。皆見てきていただいているだろうか。よ

ろしいか。 

  （ 「はい」という声あり ） 

  では順次進めていきたい。 

  《 以下、校正作業 》 

 

⑵ その他 

三浦委員長  そのほかはよろしいか。小寺書記から何かあるか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

  では次の議題に移る。 

小寺書記  タカハシ包装センターさんはここでご退席ということで。 

三浦委員長  はい、引き続きよろしくお願いする。 

 

《 三浦課長、小尾氏退席 》 

 

2  申し送り事項について 

⑴ 案を確認し委員から意見聴取 

三浦委員長  配信している案をこれから皆に確認いただき、ご意見を頂戴し

たい。この件について小寺書記から何かあるか。 

小寺書記  主に3点ある。はまだ議会だよりについてと、議会報告会にま

つわることと、市議会ホームページについてである。この2年間

でやったことについては継続してということや、どういったやり

方がよいかを考えていただくというところ。 
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 またホームページの部分については、できた部分とできなかっ

た部分があると思うので、それを踏まえて次期メンバーにもまた

ご再考いただきたい部分ということで書いてある。ご確認いただ

き、ほかにもあればご意見をいただければ。よろしくお願いする。 

三浦委員長  配信されているとおりなのだが、はまだ議会だよりについては

紙面をリニューアルしたことによって同じタイミングで新企画を

幾つか取り入れ、現在ウェブ版ということでｍｉｎｉも発刊して

いる。そういった項目について、課題を修正しながら一層の改善

を図られたいということで、お願い事項として一つ入れている。 

 もう一つは、議会報告会が新型コロナウイルス感染症対策のた

め、これまでどおりの形式でやりにくいことから、はまだ市民一

日議会（以下、市民一日議会）の実施や地域協議会との意見交換

会という新しい形での地域の方々との意見交換の場を設けるに至

っている。一方で、実施する中で課題も見えてきているので、そ

うした課題については整理していただき、具体的には市民一日議

会については議員の発言に関するルールや、議会基本条例への明

記等の指摘もあったので、そうした位置づけの整理を引き続き検

討していただきたいという旨を書かせていただいている。地域協

議会との意見交換会については、開催時期、時間、頻度、テーマ

の設定も含めて今後の継続要望を踏まえて、どのように進めてい

くかを検討していただきたいということがかかれている。 

 ホームページについては先ほど小寺書記からもあったが、一度

議論には乗せたが今のタイミングでは、もっとほかに優先してや

るべきことがあるのではということで、一旦保留の形になってい

るが、それについて、情報発信の充実の観点から引き続き検討を

お願いしたいということで書かせていただいている。 

 これについて、あるいはその他、ぜひ申し送りしてほしいこと

があれば併せて皆からご意見を伺いたい、よろしくお願いする。 

澁谷委員  恐らく改選後も引き続きこの委員会に参加される議員がおられ

ると思うので、申し送り事項としては完璧ではないかと思う。 

三浦委員長  ほかにご意見は。 

芦谷委員  確認だが、これはこのまま次に申し送るのか。 

三浦委員長  はい。 

芦谷委員  地域協議会との意見交換会。初めは試しでやったと思う。やっ
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てみていろいろ出てきて、質問者と議会とのいろいろな問題、そ

れからその問題を委員会に振り分ける問題、委員会での議論。本

当は地域協議会というのは市長部局のものだから、もっと市長部

局と連携して地域協議会の意見というものを市長部局と議会とが

共有して意見集約しないと、議会だけが何か突っ走っていっても、

後の始末が難しいと感じた。もう少しこの辺の地域協議会との関

係については、あり方を市長部局とよく相談しながら、どうした

ほうがよいかを考えないと、このまま続けることになるとまた幅

広い意見が出てきて、議会も右往左往して大変な始末になるので、

その辺は一定のルール化なり仕組みづくりを考えたらと思った。 

三浦委員長  芦谷委員からのご指摘のとおり、いろいろとやったことによっ

て課題が見えてきていると思う。そうしたことを踏まえて今後の

地域協議会との意見交換会のあり方を、ぜひ引き続き検討してい

ただきたいというものなので、これまで行った第1回のものをそ

のままやるのではなく、それをやったことによってどうだったの

かということを、引き続き検討していただきたいという中身なの

で、芦谷委員のご指摘もこれに含まれているという理解で申し送

りさせていただきたい。 

澁谷委員  これあくまでも申し送りなので、次の委員会が決定権を持って

いる。その参考資料なので、それほど細かいことまではそのとき

に言ってもらわないと。あまり次の委員会の委員長以下を強制す

ることは避けるべきではないかと思う。 

三浦委員長  ほかにいかがか。よろしいか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

  では、このような形で次期議会広報広聴委員会に申し送りをさ

せていただきたい。ご協力に感謝する。 

 

⑵ その他 

三浦委員長  そのほか何かないか。よろしいか。 

  （ 「なし」という声あり ） 

 

3  その他 

⑴ はまだ議会だより読者アンケートの回収について 

三浦委員長  小寺書記からあるか。 
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小寺書記  9月30日が今回発行したＶｏｌ．62の読者アンケートの回収締

め切りとなっているので、皆最後に各担当のまちづくりセンター

にご確認いただき、回収・確認をお願いしたい。 

 このことについてはまた30日にリマインドメールを流そうと思

うので、ご対応のほどよろしくお願いする。 

三浦委員長  委員各位のご協力を、改めてお願いしたい。それからはまだ議

会だよりの今の編集状況と、ｍｉｎｉの10月1日発行分について、

進捗状況も小寺書記から少しご紹介をお願いする。 

小寺書記  まず、はまだ議会だよりｍｉｎｉについては10月1日発行のも

のを現在作成中である。今日には内容が固まると思うので、また

皆にメールでご確認いただければと思っているので、よろしくお

願いする。 

 本紙のＶｏｌ．63については、現在内容を正副委員長と相談し

ながら、トピックスや決算の内容の選定をしているところである。

また表紙については美術館に依頼する予定であることを報告させ

ていただく。 

三浦委員長  引き続きよろしくお願いする。もう一つ、次回の委員会の日程

確認がある。お願いする。 

小寺書記  一応今回のこの委員会が、皆でする最後の委員会ということで

ある。次は改選後の臨時会議のときの委員会になる。2年間大変

お世話になり感謝申し上げる。 

三浦委員長  副委員長から何かあるか。 

西川副委員長  今日で皆とは終わりということで、先ほどのアンケートの回収

など皆にはいろいろとご負担をおかけしたと思っている。この2

年間、広報広聴が進展したと思う。皆のおかげだと思う。感謝申

し上げる。また今後も広報広聴の発展をお願いする。 

三浦委員長  ほかにはよろしいか。 

  改めて皆には大変にご協力をいただきお礼申し上げる。この2

年間の委員会活動を振り返ると、はまだ議会だよりのリニューア

ル、ｍｉｎｉの発刊、コロナ禍の中で議会報告会にかわる数々の

広聴機能の担保、市民一日議会も大変大きなイベントとして開催

することができたのも、委員会に所属する委員各位のご協力、並

びに全議員のご理解ご協力あってのものだったと思う。 

 こうした形で、議会のいろいろな活動が引き続き市民の方々に
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広く発信され、意見・要望をたくさん聴く議会として皆に認知さ

れていくことをますます願うとともに、この議会広報広聴委員会

の重要性を、自分も委員長という役割を仰せつかる中で改めて感

じたところである。 

 先ほど副委員長もおっしゃったが、議会広報広聴委員会のます

ますの機能向上を祈念し、この委員会、2年間の役目を終わりに

したいと思う。皆には大変ご協力いただきお礼申し上げる。 

 以上で議会広報広聴委員会を終わる。 

 

〔 10時 26分 閉議 〕 

 

浜田市議会委員会条例第65条の規定により、ここに委員会記録を作成する。 

            議会広報広聴委員会委員長  三浦 大紀   


